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団体名称

活動テーマ

活動の目的

・ＳＮＳ、メール、電話等による相談体制の構築

・母親のためのエンパワーメント講座を開催（9月～3月）

・ＳＮＳ等を活用した被害者に必要な情報発信

・親子ランチ会＆心理教育プログラム提供

・ＤＶ被害母子のための面会交流支援事業

※新たに連携を構築したい

〒　921-8172 

石川県金沢市伏見新町255－907

特別非営利活動法人ウィメンズ・エンパワーメント金沢プロジェクト

HP:https://wek-project.jimdo.com

■長期成果
・精神的に傷ついている母子が、自分たちを理解してくれる人に出会い、大切にされる存在であることを実感しながら、
  安全な環境で安心して暮らすことができる。
・暴力を許さないという気持ちが地域に醸成され、暴力と差別のない地域づくりのためのネットワークが生まれる。

■申請書の活動概要＜150～200字＞

スマホやＳＮＳを利用し、地域で孤立状態にあるＤＶ避難母子の
地域内ネットワークを構築する。ＳＮＳや電話を活用し、母親から
気軽に相談できる環境を構築するとともに、当団体で提供する心
の回復ワークなどの情報をメルマガやFacebookなどを活用して
発信する。また、当団体で「母と子のおしゃべりサロン」を運営し、
気軽に遊びに来て顔の見える関係を構築し、「暴力被害母子の
ための心理教育プログラム」を緩やかな形で提供し,当事者間の
交流も図る。

■活動目標
暴力被害母子の地域での孤立を予防し、安全で安心できる感覚を取り戻すとともに地域における当事者の繋がりと支援ネット
ワークを構築する。

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

・母親が精神的に回復し子どもを受け入れるための支援ネットワークづくり

2017.9～

2017.9～2018.3

2017.10～

2017.11～

2018.1～2018.3

2017.9～
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活動名
DVなどの暴力被がい児童が自分らしく生活できるよう地域で行う支援
「暴力被がい女性と子どものための居場所と地域ネットワークづくり」

特定非営利活動法人
ウィメンズ・エンパワーメント金沢プロジェクト

子どもの健全な育成を支援する活動

②児童虐待や性暴力などの被害児童・社会的養護を必要とす
る子どもの支援

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

母と子のおしゃべりサロン びーらぶプログラム子プロ　パペットショー「いじめ」 「家庭や地域での暴力防止講座」支援者母プロ体験

助成金額
500,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

・母子サロンは、被害体験のある母親の情報交換の場として、子ども同士
 のトラブルを避け、母子の安心安全を確保するためイベント的なことは実
 施しない。ただし、日曜日の昼食提供は好評であるため、家族団らんの
 アットホームな雰囲気でテーブルを囲む体験の場として継続実施する。
・「暴力被害母子のための心理教育プログラム」は、講座タイトルを親しみ
 やすいネーミングに見直すとともに、びーらぶプログラムに限定せず、子
 どもの怒りと暴力と母親の係わり方についてキッズアンガ-マネジメントの
 要素も取り入れたオリジナルのプログラム構成を検討し、四半期に1回程
 度のサイクルでワークショップ講座を開催する。
・ワークショップ参加母子のフォローアップの場として、概ね1か月後に「一
 緒に作って食べよう」等の母子参加型のイベントを企画し開催する。
・児童相談所などの支援者向けの体験プログラムは、ＰＲ用リーフレットな
 どの作成関係機関にプログラムを知っていただくための広報活動に力を
 入れ、出前講座形式で紹介プログラムを実施する。
・母親のエンパワーメント講座は、コミュニケーション力や自己肯定感の
 アップにつながる内容のニーズが高く、「こころのケア講座」と「自己尊重
 ワーク」の2本立てで検討する。
・新たな支援者の養成と会員のスキルアップを図るため、支援者養成講
 座を開催する。
・ＨＰやＳＮＳによる情報発信をさらに充実し、当事者とのネットワークを構
 築する。
・サロンなどで子どもとの関わりに、学生ボランティアの参加体制を検討す
 る。
・4月以降、新たな支援者の養成と会員のスキルアップを目的として、支援
 者養成講座を開催する。

■実施体制
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